


VITREK 4700 高精度高電圧電圧計

VITREK販売店：ケイテック/KTEK
https://ktek.jp E-Mail：ktekinfo@ktek.jp

4700 Precision High Voltage Meter

HV Reference Divider Performance
Easy-to-Use  Touchscreen Operation
Crush-Proof Steel Enclosure

The 4700 Precision High Voltage Meter
offers the highest level of measurement
accuracy, yet with its color touchscreen—
is surprisingly easy to use.
Vitrek’s DSP technology delivers
 outstanding AC and DC voltage 
Measurement accuracy, stability,
repeatability and resolution. 
High speed, direct readings are
provided up to 10KV DC or rms AC and with 
available HV SmartProbes , the
measurement range can be extended to 
35KV, 70KV, 100KV and 150KV.

■ 特徴/仕様概要

• ハイポットテスト、高電圧電源、絶縁装置
等高精度電圧計測/試験用に最適

• 直接に10KV計測
30-70-150KVはオプションの
スマートプローブで計測可能

• 基本性能：0.03% DC 、 
0.1% true RMS AC

• カラータッチパネルで操作容易
• Ethernet, Serial, USB port printer接続可

（ GPIB optional）
• AC ＆ DC 同時表示
• チャート/波形グラフィックモードで時間

関係表示：ドリフト、サグ、ランプ、
オーバーシュート表示可

• 2入力で差動電圧やフエーズ/フェーズ電圧
計測可能

• 高速DSPで60フイルタ/秒 計測
• True RMS AC （0.01Hz～600Hz）

VLF to aviation frequencies
• AC ノイズ除去78dB
• Optional battery：11 時間へ延長
• G Series—high input impedance probes

for electrostatic applications
• CE マーク EN61010
• ISO 17025 認証校正書添付*

FRESH CAL適用品
• オプションで3年間保証・校正延長可
（標準：1ヶ年間保証）

個別の保証書は添付されません
（英文マニュアル８ページをご参照ください）
・マニュアルはWEBダウンロードにかわりました
・日本国内でISO17025認証校正可

Maximum Voltage Measurement (Input Impedance)
Direct Input Terminal.............................. 10KVDC, 10KVACrms (110 MΩ)
--Optional probe--
HVL/P-35 Probe...................................... 35KVDC, 30KVACrms (200 MΩ)
HVL-35G Probe....................................... 35KVDC (10 Gig ohms)
HVL-70 Probe......................................... 70KVDC, 50KVACrms (400 MΩ )
HVL-70G Probe....................................... 70KVDC (20 Gig ohms)
HVL-100 Probe....................................... 100KVDC, 75KVACrms (600 MΩ )
HVL-100G Probe..................................... 100KVDC (30 Gig ohms)
HVL-150 Probe....................................... 140KVDC, 100KVACrms (1 GΩ)

安全なご使用：この機器のご使用で、損害が発生致しましても、メーカ、当店/販売店共、補償は致しかねます。高電圧の取り扱いに不慣れな人のご使用はお勧め致しません。熟知した人のサポートや関連情報をご理解の上、ご使用お願い致します。

電源ＳＷ：背面パネル左下にありますShipのレバー位置を上へあげます
下側へは長期使用しない時、輸送する時に切り替えます。
２つ共、上にあげ、ACアダプタをつなぎ、フロントパネル右下の、
PWR ledがONしている事を確認後、スクリーンに触れて下さい。これで起動します。

接地/アースを確実取り、
安全かつ外乱ノイズ等を
減らしてご使用下さい



スチールキャビネットで堅牢シールド防護

カラータッチスクリーンで快適操作

AC/DC６ケタ表示

直接10KVの入力可**

シリコーンラバーで前後保護 周波数,Vp-p,CF同時表示

2本目のプローブを付け差動計測 電源：LED表示
（AC電源,電池）
（背面にも保護SWあり）

プローブ付けて140KVまで入力可能 脚は見やすい角度に設定可

コモン入力（－）は3KV耐圧 Vitrek mark
1990年創業

4700 高精度高電圧デジタルメーター

ケイテック(KTEK)：ニュニーク＆クリエティブ商品とエンジニアリング・ソリューション志向のストア
Web https://ktek.jp eMail：ktekinfo@ktek.jp 2023-2026rev’d

！業界最高精度！ Made in USA

電源ＳＷ：背面パネル左下にありますShipのレバー位置を上へあげます。下側へは長期使用しない時、
輸送する時に切り替えます。2つのレバースイッチを上側にして、ACアダプタのプラグを4700本体へ差し込んで
ロックします。AC100Vへアダプタをつなげば、フロントパネル右下の、PWR ledがONします。
この状態で、スクリーンに触れて下さい。機能ＯＮします。
電源OFFはスクリーン右上POWERにタッチします（数秒後OFFになります）
完全なOFFは、ACプラグを抜きます

4700の３機能
1）測定結果画面
2）チャート画面
3）構成画面

■4700
Instruction manual
(google版翻訳）
■firmware-up-date

**直接入力端子への接続は、添付の付属品(TL-47と同等品、簡易入力ツール）では耐圧不足です。
入力電圧に対応した、十分な耐圧と安全性を持った入力ツールをご使用ください。約50Vから感電の危険
があります。（外付HVプローブのご使用をお勧め致します）高電圧の取扱いに不慣れの人のご使用は危
険ですから、ご利用不可とさせていただきます。
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電源ON/OFF：SHIPと AUTO ON

ON：納品時/現状では、ACアダプタのDCプラグを4700本体背面下側に差し込みロックします。
その後、AC100V電源にACアダプタをつなげば、前面パネル右下のLEDが赤色に点灯します。
この状態で、スクリーンをタッチすれば、機能ONします。
OFF：スクリーン上のPOWERマークに触れるとOFFします。（DATAは自動保存）
長期使用しない時や、輸送時は背面レバーのSHIPを押し下げます。
（不用意にスクリーンに触れ、ONになったり、電池駆動などではバッテリーが消耗したりするのを防止できます）
完全なOFF:100V ACアダプタの電源を抜けば、完全にOFFになります。
(DATAは自動保存されない場合もあります）
電源OPTION等が設定されている場合は、上記と若干異なります。

タッチスクリーン：
タッチスクリーンはペン、鉛筆や尖ったものでの操作は、スクリーンを傷付けますから、使用しないでください。
圧力も掛けない様に操作します。（手袋の使用をお勧め）丸い先端のスタイラス使用は可能です。

4700の３機能 3つの主要な画面があります
1）測定結果画面 2）チャート測定結果画面 3）構成画面

詳細はVITREK社WEB PAGEやYou Tube等ご覧ください

https://www.youtube.com/watch?v=v5WQaHnTwNU&t=3s

高電圧使用環境下と安全と補償について：
高電圧使用の環境下での取り扱いは、安全を優先してご使用ください。
アースを取り、感電しないように、またヤケド/発火/火災が出ない様に、ご注意ください。
メーカー、販売店とも、この機器のご使用で、生命や財産に損害等発生いたしましても補償はご容赦ください。



保証書：WARRANTY INFORMATION
マニュアル（CD版-2022年から非添付：
https://vitrek.com/downloads/4700/4700_Operating_
Manual.pdf）のページ8をご参照ください。
（個別の証書は添付されません）
VITREK社認証校正書発行日はサプライチエーンの関係で、
ユーザー様への納品日のより数週間前の日付となります。
故障した場合、一次的に当店で点検後、必要に応じてMAKERへ送り修理
致します。保証期間内でも輸出/輸入経費は一部ご負担ください。

FRESH CAL：
2022年秋分から、MAKERのFRESH-CAL（発送直前での
校正）を依頼しています。
FRESH-CALIBRATIONは、当店独自の無償OPTIONです。
日本国内のご利用者様名が、17025認証校正書に記載されます。
納期は若干変動する場合があります。
USA市場/販売商社の在庫品（NON-FRESH-CAL）とは異なり
ます。

出荷前テスト：
当店（ケイテック/KTEK）では、お客様へ発送前に、機能等テスト
を行い、合格品をお届けしています。
ISO/IEC17025校正書、DATA添付されていますが、
当店内で、DC100V、50V、AC電圧等を入力して
正常な表示を確認致します。
（右写真は、ご参考まで Vitrek 4700＃xxxxxx）

ケイテック/KTEK：
高電圧計測用機器は、Max４０KV汎用型プローブ、
Max５０KV差動型プローブ、高周波１：１プローブ、
標準型プローブ、電流プローブ、自動車用プローブなど、
ユニークな、ハイ・コスパの商品を豊富に取り揃えて、
ご要望にお応え出来る体制を整えています。



*TRACEABILITY CHARTは非添付*



【ご参考】
4700型高精度タッチスクリーン仕様メーターのご利用が多くなり、一般的ですが、取扱い上のご注意意事項として、記載いたします。
**入力等ご注意***（4700高精度メータ）
現実のお話と致しまして、入力部に故障が発生して、MAKERではヘッドアンプ/IC交換、抵抗も交換されました。
入力電圧は、10KV以下での使用とUSER様の言でした。
実際は不明な点もありますが、保証期間内でもあり、無償修理（修理費のみ無償）となりました。
一般的に、入力オーバーは保証期間内でも有料になります。
下記は、一般的なご注意事項です。（ご参考になれば幸甚に存じます）

4700は、完全な接地が必要です。
半導体工場では、厳重な静電対策が取られています。
4700のご使用の現場でも、高電圧（静電気を含め）対策は必要です。
元々、高電圧計測の現場では、人命を守ることが第一であると思いますが、機器にも配慮が必要と思えます。
半導体は、エネルギが無い様な静電気でも瞬間的に破壊されます。
抵抗器は、何Ｗとかで耐圧・電力表示があり、それを越すと熱破壊で壊れます。
静電気など、瞬間的な高圧は、エネルギ自体は低いので、抵抗器は耐えますが、半導体はピンチ・アウト/オフで
機能不備/不安定となり、壊れます。

4700メーターの入力には、110MΩ保護用・減衰用抵抗が入っています。
しかし、それも壊れました。
耐圧の80％以下でのご使用をお勧め致します。

一般的に、入力耐圧は、入力電圧の周波数増加により減衰します。
（MAKERの資料には、減衰カーブは提示されていません---応答周波数はKhz程度です）

耐圧の７０～８０％に近い場合、直接入力から、外付けプローブ経由入力をお勧め致します。
*高電圧環境下では、いろいろの部品、コネクタ、ケーブルなども静電圧が帯電していると思われます。
ので、除去しながら接続も必要に思えます。
*計測時間は、出来るだけ短時間ですませます。常時接続はお勧め致しません。
５０％以下では、あまり気にしないでよいと思いますが、それ以上では、入力接続を外します。
そして、クールダウンの時間を充分にあたえ、平常に戻します。
*アーク/スパークするような入力/接続は故障の原因になります。逆/ネガティブの電圧が起る場合もあります。
*高電圧プローブは、ボディー等を実際触って、温度の確認が必要です。（感電しない状態で）
*高電圧を掛け過ぎた（時間的、電圧的に）場合、クールダウンします。
*4700メーターで見えている電圧は、高圧源に110MΩの負荷が掛かった状態です。
高電圧源自体の真実な電圧は、もっと高圧の場合もあります。
*より高抵抗入力プローブや、無負荷プローブなどで、より真実な電圧計測ができます。
（無負荷プローブでの高精度計測は、困難な場合が多いようです）
*保証期間内でも、入力オーバーでの故障は、MAKERの責任外で処理され、有償修理になる事もあります。
*無償修理適用中でも修理/校正のための輸出、再輸入経費は有料になります。（円安や特に輸入物流費高騰で高額になります）
*付属品の簡易型入力リードセットの耐圧は、本体入力部の耐圧（10KV）までには至りません。外付けプローブや高耐圧入力ツール
をご使用ください。 高電圧の取扱いに不慣れの人のご使用は危険ですから、ご利用不可とさせていただきます。*以上 2024*2026 ケイテック/KTEK
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